
デジタル・DX人材

Asis-Tobe可視化サービス

デジタル・D X戦略の実現に向けて

DX推進スキル標準
（IPA）に準拠した人材像
でのアセスメント
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経営戦略実現に必要な人材戦略策定の基盤を提供

• 急激な環境変化に適応するため、業界を問わず「デジタル」「DX」による対応が求められています。一方

で専門技術人材（デジタル人材等）の外部採用は、今後ますます困難になります。

• 加えて人的資本経営が着目される中、経営戦略の実現上重要となるデジタル・DX人材の確保に向けた、

人材戦略策定・実践にあたっての共通基盤をご提供します。
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業務知見＋デジタル能力（リスキル）を重視してDXを実現

• 社内でDXを推進する人材に求められるのは、自社の事業・業務に対する深い知見を前提に、デジタルで

何ができるかを学び応用・変革をリードすることです。

• MRIのAsisの可視化（アセスメント）では、関連するタスク（非デジタル含む）の経験値からデジタル人材

としてのポテンシャルを推定することで、

社内の隠れた適材の発掘も可能です。
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• また、DXでは実践力が重要であること

から、ポテンシャルに加え、発揮能力

ベースの評価（自己評価・ピア評価）を

組み合わせたアセスメントを実施します。

戦略実現に必要なコア人材とフォロワー人材を確保・育成3
＃

• DXはもちろん、依然多くの企業の課題であるデジタ

ライゼーション、デジタイゼーションの推進人材確保・

育成が重要です。また、それら変革を現場で実践して

いくためのリテラシーやマインドを備えたフォロワー

人材の存在も必要です。

• そのため、組織全体のAsis-Tobe可視化が有効で

す。MRIのアセスメントでは標準形を活用することで

最短一ヶ月で組織としてのAsis可視化が可能です。
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STEP7

ギャップ解消策の実行

サービス内容

STEP１

必要人材像の定義

人材
タイプ

人材
レベル

現状
（人数）

ビジネス
アーキテクト

上級 50

中級 200

初級 １,45０

（未） 28,000

サービス
デザイナー

上級 200

中級 1,300

初級 3,500

（未） 25,000

成長要因（初級→中級等）

増員要因（採用等）

減員要因（退職、離職等）

人材タイプ別基準達成度

あなたのスキルアップポイント

目標人材タイプ ビジネスデザイナー ←プルダウンから選択

ｱｾｽﾒﾝﾄ

結果

目標

レベル

ｽｷﾙｱｯﾌﾟ

ﾎﾟｲﾝﾄ

次のLvに向けた

推奨アクション
現在の延長線上ではなく、未来起点で物事を組み立てる力 2 2
複数の情報を収集・編集することによって新たな価値を生み出す力 2 2
常にユーザ・顧客の視点に立って物事を組み立てる力 3 3

アウトプット力 自らの意図・思いを相手に正確に伝える伝達力 3 3

インプット力 コミュニケーション相手から意図・ニーズを正確に引き出す質問力 3 3

問題設定力 解くべき問題・課題を適切に設定できる力 2 3 ⇒参照

問題解決力 解くべき問題・課題を適切に解決できる力 3 2
内部・外部データを正しく理解・活用し、わかりやすく表現できる力 2 2
達成したい価値を定義し、一連の取組みを企画する力 1 3 ⇒参照

取組みのタスク群を統制し、変化に対応しながら推進する力 1 3 ⇒参照

PM技法を活用して、個別プロジェクトを完遂する力 2 3 ⇒参照

アジャイル型の案件を遂行する力 2 3 ⇒参照

チームの能力を引き出し、パフォーマンスを最大化する力 2 3 ⇒参照

ステークホルダーを巻き込む力（チーム外） 2 3 ⇒参照

多様性のコンフリクトを生かす力（チーム内外） 3 3
AI/データサイエンスを活用する力 1 1
RPA/ロボティクスを活用する力 2 1
ブロックチェーンを活用する力 2 1
APIを活用する力 1 1
クラウド技術を活用する力 1 1
プログラミングスキル 1 1
ネットワークの設計、構築、維持管理の知識・スキル 1 1
情報セキュリティに関する技術・知識 2 3 ⇒参照
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スキル項目

デジタル人材アセスメントレポート

対象者ID 11111111

目標人材タイプ
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82.6

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

プロダクト
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必要人員数（Tobe）
【5年後】

成り行きのAsis
【5年後】
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動画教材

教育研修

OJT教育

人材ポートフォリオの最適化に向けて、目指すべき将来の姿（Toｂe）および現在の姿（Asis）

の可視化・KPI設定、さらにはAsis-Tobeギャップの解消に向けた計画立案、解消策として

の人材育成、ならびにPDCAサイクル構築をご支援します。
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I P A デジタルスキル標準 v e r . 1 . 0

STEP2

現状（Asis）の見える化

スキル体系

アセスメント結果
（ロール別適合率）

自社の現状リソース
（Asis）スキル項目
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※無断での複写・複製・転記載及び第三者への開示を禁じます。 

人材・キャリア事業本部

政策・戦略グループ

service@ml.mri.co.jp

03-6858-3493

〒100-8141 東京都千代田区永田町二丁目10番3号

ギャップ

中期的に上位
レベルが不足

社内育成が困難
間に合わない

絶対的に不足

個人毎に能力向上が必要
なスキルとレベルに適した
教育コンテンツを提供

提携する
教育機関・事業者

不足スキルA
Lv1 →Lv2
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